
優先取組項目①の例：　円形広場北のヒマラヤス
ギの根元付近

優先取組項目③の例：　枯れた樹木が美観を損ね
ている。

１．基本的な考え方

　優先順位付の基本は、
①今期理事会の環境整備方針に基づく
　案件
②組合員の生活の安全・健康確保を優
  先

環境整備担当理事　大上修造　(5-104)

　志木ニュータウンが完成して早や３０
年以上経過し、当初は中・低木程度だっ
た樹木が現在は大木・高木にまで成長
しました。販売当初のキャッチフレー
ズであった「森の街」が正に現実とな
りました。しかし、成長に伴って様々

２．具体的優先取組項目

 具体的な優先取組項目は以下の通りで
す。
①円形広場北側のヒマラヤスギ根元の
　レンガ囲いの修復と周辺整備・美化
②腐食・破損した木柵の更新(円形広場
　横、集会所北側)
③枯木や植物の一部欠損等により美観
　を損ねている場所の修復・補植

④市指定保存樹木の追加申請(現在２０
　本が市指定済み、年３千円/本の補助
　金あり)
⑤台風時期を迎え建物に接触が予測さ
　れる樹木の枝の剪定、歩行に支障が
　予測される枝の剪定、樹木景観を損
　なわない程度の枝打ち等
以上を優先取組項目として活動します。
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管理組合ニュース

な課題が起きているのも事実です。
　この緒課題の解決のために、今期の
環境整備担当理事と環境整備専門委員
の全員は、対応項目に優先順位を付け
て取組み、改善を図っていきます。

③人目につき易い場所の樹木・潅木類
　の修復・手入れ
④枯木や一部欠損等により美観を損ね
  ている場所の修復・補植
の順で取組み・推進します。

緑の環境を育み資産価値を守りましょう
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■ 環境整備担当理事 ■ 環境整備専門委員
神前 真弓（副理事長） (3-503) 佐々木 坦（監事） (2-303
本多 公恵（理事） (1-103) 永野 つね（委嘱） (4-410)
大上 修造（理事） (5-104)
守谷 典子（理事） (6-1010) 以上、６名で頑張っています。

【訂正とお詫び】

←
←
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優先取組項目⑤の例：　ケヤキが３階、４階の高
さまで成長

優先取組項目⑤の例：　ケヤキの枝が建物に当る
ほど成長

３．今後の中弐共有地内の緑環境保全の在り方

　中央の森弐番街共有地内には数多く
の樹木、潅木並びに観葉植物等を植栽
していますが、樹木の繁茂は常に夏の
日陰を歓迎する「緑陰支持派」と冬の
日当りを歓迎する「伐採支持派」の対
立を生み出します。環境整備担当理事
と環境整備専門委員は、中立の立場で
妥当な結論を導く努力をしています。

　緑の多さをコンセプトにしている「中
央の森」としての当該区においては、大
きく成長した木をいきなり伐採すること
は出来ませんが、成熟期に入 った街区
内の植栽は最早「緑化一本やり」の時代
を卒業し、高木・中木・低木・潅木・地
被類・草花のバランスを考慮した「整理
整頓」に着手する時期と考えられます。

４．植栽地図完成を目指して

　その「整理整頓」の為の基礎データ
として、貴重な財産であるこれらの植
物類分布図を取込んだ植栽地図を現在、
鋭意作成中です。この植物類の分布を
種類別に地図に書込み今後の育成、移
植、植替え等の整理整頓の資料として

３２期以降の管理組合でも活用に耐え
得るような植栽地図の完成を目指して
います。植栽の対応次第によっては動
植物の生態系も変化します。中央の森
弐番街を緑豊かで小鳥等が飛来するよ
うな環境作りを目指しています。

　当面の課題への取組みと方向付けに従って、中弐の資産価値の維持・向上に努め
たいと思っていますので組合員皆様のご理解とご協力をお願いします。

　８月２０日発行の管理組合ニュース第３号（通算第２７号）で、次の誤りがあり
ましたので訂正すると共にお詫び申し上げます。

ページ 項　目 正 誤

５．環境整備担当理事と環境整備専門委員からのご挨拶
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給食・給水班
給食・給水班

理　由
室番号の誤り
お名前の誤り

6-810  佐藤久仁代
7-101　鎌田多喜子

6-801　佐藤久仁代
7-101　蒲田多喜子


